
【医療検査学科】レポート作成方法及び評価について 

 

〔レポートの作成方法〕 

１．ボールペンで書くこと(鉛筆書きは不可)。 

２．表紙には実習名、実習タイトル(項目名)、実習日とその日の天候、気温、湿度、学

籍番号、氏名及び共同実習者の氏名を記入すること。 

３．レポートの書式は担当教員の指示に従うこと。 

４．目的、原理、材料、方法、結果、考察、課題の解答の順番に作成すること。 

５．簡潔明瞭に書き、内容の重複は避けること。 

６．最後に参考文献(著者名、論文タイトル又は書籍名、雑誌名、発行年、巻、参照ペー

ジ)を記載し、レポートの該当する箇所に括弧付きの番号を記すこと。 

例) 

【本文】 

…しかしこの現象は内的要因のみならず、その周囲の環境要因等からも様々な影

響を受けるため、決して一定ではないとされている1)2)。 

【参考文献】 

1.<著者 1>，<著者 2>，<著者 3>：<論文ﾀｲﾄﾙまたは書籍名>．<雑誌名> <発行年;

巻:ﾍﾟｰｼﾞ(例 2009;18:525-35.)> 

2.<著者 1>，<著者 2>，<著者 3>：<論文ﾀｲﾄﾙまたは書籍名>．<雑誌名> <発行年;

巻:ﾍﾟｰｼﾞ(例 1998;5:36-9.)> 

７．方法及び結果は必ず過去形で書くこと。 

８．結果の項目には、結果をありのままに書くこと。必要に応じて図・表を用い読み手

がわかりやすいものに心掛けること。 

９．理論とは違った結果が得られた場合には、そのような結果になった理由について、

考察に記載すること。 

10．結果から言えることは結論として述べること。 

11．文字は丁寧に書き、修正液等は極力使用しないこと。また、読みやすくわかりやす

い、評価に値するレポートの作成に努めること。 

 

〔評価〕 

１．レポートの評価は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ(不可又は再提出)とする。 

２．レポートは、実習担当者の指定期日に必ず提出すること。提出が期日より遅れた場

合は減点対象とする。 

３. 他人のレポートを複写したり、インターネットサイトからの複写等の行為があった

場合は、評価の対象外とする。 

北里大学における GPA(Grade Point Average)制度【健康科学部】 

 

＜北里大学における GPA(Grade Point Average)制度について＞ 

対象科目の原成績（100 点～0点）を、以下の計算式による GPA 指数（以降「GP」）に変換し、各対象

科目の GP に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位数の総和で除した値を GPA として算

出します。 

GPA の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とし、自由選択科目は対象外とします。なお、不可科

目も含み、再履修科目は最終評価を基に計算します。 

＜計算式＞ 

(GP×修得単位数)の総和 

総履修登録単位数(「不可」の単位数を含む。) 

 

GP＝（TS－55）／10 ただし、GP＜0.5 は GP＝0.0 とする 

※GP:GPA 指数、TS:原成績（得点） 

 

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な GPA 制度（秀・優・良・可などの評価（レター

グレード）から GP に換算）の範囲は 4.0～1.0 であるため、通用性に配慮し GP「4.0」以上の値を一律

「4.0」に、「0.5 以上 1.0 以下」の値を一律「1.0」にした GP を用いて計算します。 

 

＜GPA 値に基づく学修指導について＞ 

成績不良による留年の場合は、GPA 値に基づき、学修指導（＊）が行われる場合があります。下記によ

り学修指導が行われ、過年度からの度重なる学修指導にも関わらず改善が見られない場合には、退学勧

告が行われることがあります。 

なお、GPA 制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、むやみに退学勧告

が行われることはありません。 

※GPA 値が低くなる原因として、「履修単位数」と「修得単位数」に開きがある場合があります。 

GPA 値が低い場合は、履修単位数が多いために充分な自学自習の時間がとれていないことが考えら

れますので、大学における学修への臨み方を含めて指導が行われます。 

＜GPA 基準値＞ 

年次 1 2 3 4 

累積 GPA 0.500 0.500 0.500 0.500 

 

指導内容（成績不良による留年の場合で、累積 GPA 値が GPA 基準値を下回った場合） 

１回 本人とクラス担任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施される。 

２回 本人とクラス担任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施され、保証人への通知が

行われる。 

３回 退学勧告（本人・保証人と学科長との面談を実施し、退学するか学修を継続するか本人が選択） 
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